
資料５－２

「雲仙岳火山防災計画」修正調書 （新旧対照表）

修正事項

ページ 現 行 計 画 修 正 計 画（案）

３

第１章 総則

第５節 雲仙岳火山防災協議会構成員の役割

表２ 雲仙岳火山防災協議会・幹事会の構成

区分 所属
協議会構成員 幹事会会員

該当 職名 該当 組織

市町村

島原市 （略）

雲仙市 （略）

南島原市 ○ 市長 ○ 総務部総務課

第１章 総則

第５節 雲仙岳火山防災協議会構成員の役割

表２ 雲仙岳火山防災協議会・幹事会の構成

区分 所属
協議会構成員 幹事会会員

該当 職名 該当 組織

市町村

島原市 （略）

雲仙市 （略）

南島原市 ○ 市長 ○ 総務部防災課
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ページ 現 行 計 画 修 正 計 画（案）

４

第１章 総則

第６節 情報の収集・伝達

図２ 雲仙岳に関する噴火予報・警報の伝達系統

第１章 総則

第６節 情報の収集・伝達

図２ 雲仙岳に関する噴火予報・警報の伝達系統

（削除）
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ページ 現 行 計 画 修 正 計 画（案）

１１

第２章 火山噴火対策編

第１部 基本事項

第４節 噴火警報等及び噴火警戒レベル

表４ 噴火警戒レベルごとの火山活動の状況、対応、現象等

第２章 火山噴火対策編

第１部 基本事項

第４節 噴火警報等及び噴火警戒レベル

表４ 噴火警戒レベルごとの火山活動の状況、対応、現象等
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ページ 現 行 計 画 修 正 計 画（案）

１３

（４）火山現象に関する情報等

（略）

（ウ）週間火山概況

過去一週間の火山活動の状況や警戒事項をとりまとめたもので、毎

週金曜日に発表する。

（エ）月間火山概況

（オ）噴火に関する火山観測報

（カ）噴火速報

噴火の発生事実を迅速に発表する情報。登山者や周辺の住民に、火

山が噴火したことを端的にいち早く伝え、身を守る行動を取ってもら

うために、火山活動を 24時間体制で観測・監視している火山を対象に

発表する。

なお、以下のような場合には発表しない。

・普段から噴火している火山において、普段と同じ規模の噴火が発

生した場合

・噴火の規模が小さく、噴火が発生した事実をすぐに確認できない

場合

（４）火山現象に関する情報等

（略）

（削除）

（ウ）月間火山概況

（エ）噴火に関する火山観測報

（オ）噴火速報

噴火の発生事実を迅速に発表する情報。登山者や周辺の住民に、火山が噴

火したことを端的にいち早く伝え、身を守る行動を取ってもらうために（削

除）発表する。

噴火速報は以下のような場合に発表する。

・噴火警報が発表されていない常時観測火山において、噴火が発生した場

合

・噴火警報が発表されている常時観測火山において、噴火警戒レベルの引

き上げや警戒が必要な範囲の拡大を検討する規模の噴火が発生した場合（※）

・このほか、社会的に影響が大きく、噴火の発生を速やかに伝える必要が

あると判断した場合

※噴火の規模が確認できない場合は発表する。

なお、噴火の発生を確認するにあたっては、気象庁が監視に活用しているデ

ータだけでなく、関係機関からの通報等も活用する。
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１４

第６節 火山の観測体制

図４ 雲仙岳 観測点配置図

第６節 火山の観測体制

図４ 雲仙岳 観測点配置図
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ページ 現 行 計 画 修 正 計 画（案）

１７

第２部 事前対策及び噴火時等の対応

第２節 平常時及び火山活動が活発化し始めた場合（噴火警戒レベル１）

の対応

火山活動が活発化し始めた場合とは、「噴火警戒レベルはレベル１を維

持しているが、群発地震の発生等により臨時の火山の状況に関する解

説情報が発表されるなど雲仙岳に何らかの異常現象が発生していると

認められる場合」を指す。

（略）

臨時の火山の状況に関する解説情報が発表された場合、県市や関係機

関は防災行政無線やエリアメール、HP等における情報提供並びに主要

観光施設、ロープウェイ駅や登山道における看板等による周知など、

登山者等に対して必要な情報提供を行うよう努めるものとする。

第３節 噴火警戒レベルが引き上げられた場合（噴火警戒レベル２又は

３）

第１項 火口周辺規制及び入山規制の範囲

噴火警戒レベル２が発表された場合、想定火口域から概ね半径１km

以内について立入を規制するものとする。

噴火警戒レベル３が発表された場合、想定火口域から概ね半径２km

ないし 2.5km 以内について立入を規制するものとする（規制範囲は気

象庁発表による）。（図７）

第２部 事前対策及び噴火時等の対応

第２節 平常時及び火山活動が活発化し始めた場合（噴火警戒レベル１）の対

応

火山活動が活発化し始めた場合とは、「噴火警戒レベルはレベル１を維持して

いるが、群発地震の発生等により火山の状況に関する解説情報（臨時）が発

表されるなど雲仙岳に何らかの異常現象が発生していると認められる場合」

を指す。

（略）

火山の状況に関する解説情報（臨時）が発表された場合、県市や関係機関は

防災行政無線やエリアメール、HP等における情報提供並びに主要観光施設、

ロープウェイ駅や登山道における看板等による周知など、登山者等に対して

必要な情報提供を行うよう努めるものとする。

第３節 噴火警戒レベルが引き上げられた場合（噴火警戒レベル２又は３）

第１項 火口周辺規制及び入山規制の範囲

噴火警戒レベル２が発表された場合、想定火口域の縁から概ね半径 0.5km

以内について立入を規制するものとする。

噴火警戒レベル３が発表された場合、想定火口域の縁から概ね半径 1km 以

内について立入を規制するものとする。

警戒区域と噴火警戒レベルに応じた規制範囲を図７に示す。
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ページ 現 行 計 画 修 正 計 画（案）

１８図７ 規制範囲及び警戒区域

表５ 噴火警戒レベルに応じた規制対応

規制箇所 規制範囲 規制実施機関 規制方法

噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
２
（
１
ｋ
ｍ
）

仁田峠駅そば

（アザミ谷方面登山道入

口）

九州自然歩道

（仁⽥峠駅〜紅葉茶

屋）

島原振興局総務課

及び公園監視員

⽴⼊禁⽌看板設置

⽴⼊禁⽌ロープ

吹越分かれ先

（国⾒岳側）

普賢岳登山道

（吹越分かれ先〜紅

葉茶屋〜鳩⽳分かれ）

島原振興局総務課

及び公園監視員

⽴⼊禁⽌看板設置

⽴⼊禁⽌ロープ

噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
３
（
２
ｋ
ｍ
）

第２吹越

九州自然歩道

（吹越分かれ先〜第

２吹越）

島原振興局総務課

及び公園監視員

⽴⼊禁⽌看板設置

⽴⼊禁⽌ロープ

仁田峠
普賢岳登山道・

雲仙ロープウェイ
雲仙市

⽴⼊禁⽌看板設置

⽴⼊禁⽌ロープ

上大野木場登山口

九州自然歩道

（上大野木場登山口

〜仁⽥峠）

島原振興局総務課

及び公園監視員

⽴⼊禁⽌看板設置

⽴⼊禁⽌ロープ

図７ 規制範囲及び警戒区域

表５ 噴火警戒レベルに応じた規制対応

規制箇所 規制範囲 規制実施機関 規制方法

噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
２
（
０
．
５
ｋ
ｍ
）

仁田峠駅そば

（アザミ谷方面登山道入

口）

九州自然歩道

（仁⽥峠駅〜紅葉茶

屋）

島原振興局総務課

及び公園監視員

⽴⼊禁⽌看板設置

⽴⼊禁⽌ロープ

吹越分かれ先

（国⾒岳側）

普賢岳登山道

（吹越分かれ先〜紅

葉茶屋〜鳩⽳分かれ）

島原振興局総務課

及び公園監視員

⽴⼊禁⽌看板設置

⽴⼊禁⽌ロープ

噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
３
（
１
ｋ
ｍ
）

第２吹越

九州自然歩道

（吹越分かれ先〜第

２吹越）

島原振興局総務課

及び公園監視員

⽴⼊禁⽌看板設置

⽴⼊禁⽌ロープ

（削除）

上大野木場登山口

九州自然歩道

（上大野木場登山口

〜仁⽥峠）

島原振興局総務課

及び公園監視員

⽴⼊禁⽌看板設置

⽴⼊禁⽌ロープ
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１９

噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
３
（
２
．
５
ｋ
ｍ
）

池の原
九州自然歩道

（池の原〜仁⽥峠）

島原振興局総務課

及び公園監視員

⽴⼊禁⽌看板設置

⽴⼊禁⽌ロープ

市道⼩浜仁⽥峠循環道路

（入口：国道 57 号側）

市道小浜仁田峠循環

道路
雲仙市監理課

⽴⼊禁⽌看板設置

⽴⼊禁⽌ロープ

市道⼩浜仁⽥峠循環道路

（出口：国道 389 号側）

市道小浜仁田峠循環

道路
雲仙市監理課

⽴⼊禁⽌看板設置

⽴⼊禁⽌ロープ

国道 389 号

（池の原側）
国道 389 号 島原振興局管理課

⽴⼊禁⽌看板設置

⽴⼊禁⽌ロープ

国道 389 号

（田代原側）
国道 389 号 島原振興局管理課

⽴⼊禁⽌看板設置

⽴⼊禁⽌ロープ

深江林道 深江林道 南島原市
⽴⼊禁⽌看板設置

⽴⼊禁⽌ロープ

（追加）

また、噴火警戒レベル３の場合、表６の施設についても概ね２kmない

し 2.5km の範囲内となるため規制を行う。

表６ 規制施設・規制実施機関一覧

規制施設 規制実施機関

噴
火
警
戒
レ
ベ

ル
３

（
２
ｋ
ｍ
）

雲仙ロープウェイ（両駅舎、事務所） 雲仙ロープウェイ

仁田峠インフォメーションセンター 雲仙市

仁田峠園地 雲仙市

噴
火
警
戒
レ
ベ

ル
３

（
２
．
５
ｋ
ｍ
）

池の原園地 雲仙市

平成新山ネイチャーセンター 島原市

垂⽊台地森林公園 島原市

第２項 避難対象者と避難対象地域

噴火警戒レベル２の場合、想定火口域から概ね半径１km 以内及び規

噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
３
（
１
ｋ
ｍ
）

池の原
九州自然歩道

（池の原〜仁⽥峠）

島原振興局総務課

及び公園監視員

⽴⼊禁⽌看板設置

⽴⼊禁⽌ロープ

市道⼩浜仁⽥峠循環道路

（入口：国道 57 号側）

市道小浜仁田峠循環

道路
雲仙市監理課

⽴⼊禁⽌看板設置

⽴⼊禁⽌ロープ

（削除）

（削除）

（削除）

深江林道 深江林道 南島原市
⽴⼊禁⽌看板設置

⽴⼊禁⽌ロープ

垂木台地

森林公園付近
県道千本木島原線 島原振興局管理課

⽴⼊禁⽌看板設置

⽴⼊禁⽌ロープ

また、噴火警戒レベル３の場合、表６の施設についても概ね１kmの範囲内と

なるため規制を行う。

表６ 規制施設・規制実施機関一覧

規制施設 規制実施機関

噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
３

（
概
ね
１
ｋ
ｍ
）

雲仙ロープウェイ（両駅舎、事務所） 雲仙ロープウェイ

仁田峠インフォメーションセンター 雲仙市

仁田峠園地 雲仙市

池の原園地 雲仙市

平成新山ネイチャーセンター 島原市

垂木台地森林公園 島原市

第２項 避難対象者と避難対象地域

噴火警戒レベル２の場合、想定火口域の縁から概ね半径 0.5km 以内及び規
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２０

制箇所より山頂側の登山道を避難対象地域とし、これらの地域に存在

する登山者等を避難対象者とする。

噴火警戒レベル３の場合、想定火口域から概ね半径２km ないし

2.5km 及び規制箇所より山頂側の登山道及び道路並びに施設等を避難

対象地域とし、これらの地域に存在する登山者等を避難対象者とする。

第４節 突発的な噴火が発生した場合（噴火警戒レベル１→２又は３）

第２項 避難対象地域と避難対象者

噴火警戒レベル２の場合、想定火口域から概ね半径１km 以内及び規

制箇所より山頂側の登山道を避難対象地域とし、これらの地域に存在

する登山者等を避難対象者とする。

噴火警戒レベル３の場合、想定火口域から概ね半径２km ないし

2.5km 及び規制箇所より山頂側の登山道及び道路並びに施設等を避難

対象地域とし、これらの地域に存在する登山者等を避難対象者とする。

制箇所より山頂側の登山道を避難対象地域とし、これらの地域に存在する登

山者等を避難対象者とする。

噴火警戒レベル３の場合、想定火口域の縁から概ね半径１km 及び規制箇所

より山頂側の登山道及び道路並びに施設等を避難対象地域とし、これらの地

域に存在する登山者等を避難対象者とする。

第４節 突発的な噴火が発生した場合（噴火警戒レベル１→２又は３）

第２項 避難対象地域と避難対象者

噴火警戒レベル２の場合、想定火口域の縁から概ね半径 0.5km 以内及び規

制箇所より山頂側の登山道を避難対象地域とし、これらの地域に存在する登

山者等を避難対象者とする。

噴火警戒レベル３の場合、想定火口域の縁から概ね半径１km 及び規制箇所

より山頂側の登山道及び道路並びに施設等を避難対象地域とし、これらの地

域に存在する登山者等を避難対象者とする。


